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中

ユ

一

～■

名

誉

教

授

山

田

雄

三

著

作

目

録

学
生
時
代

ア

モ

ン

に

於
け

る

経
済
学
的
認
識
対

象
の

社
会
的
性

質
に

就
い

て

『

ヘ

ル

メ

ス

』

大
正

十
五

年
十
二

月

カ

ー

ル

･

メ

ン

ガ
ー

研
究
(

卒
業
論
文
)

昭

和
二

年
三

月

捕
手

･

助
手
時

代

チ
ュ

ー

ネ
ン

分
配
論
の

研
究

ム

ー

ア

｢

ア

ン

ト

ア

ヌ

･

オ

グ
エ

ス

タ
ン

森
山
書
店

昭

和
九

年
四

月

･

ク

ー

ル

ノ

ー

の

人

物
+

(

翻

訳
)

中
山

伊
知
郎
訳

･

ク

ー

ル

ノ

ー

に

関
す
る

研
究
』

の

付
録

ホ

ブ

ソ

ン

『

合
理

化
と

失

業
』

(

書
評
)

『

一

橋
新
聞
』

『

富
の

理

論
の

数
学
的
原
理

昭

和
二

年
十

一

月

昭

和
二

年
十

一

月
二

十
四

日

高
田

博
士
『

分
配
の

理

論
』

(

書
評
)

『

一

橋
新
聞
』

昭

和
五

年
七

月
二

十
五

日

チ

ュ

ー

ネ
ン

分
配
論
研
究

『

国
民

経
済
雑
誌
』

昭

和
五

年
九

月
､

昭

和
六

年
一

月
､

二

月
､

五

月

経
済
学
と

医

学

『

大
学
と

社
会
』

昭

和
六

年
六

月

レ

デ

ラ

ー

『

技
循
の

進
歩
と

失
業
』

(

書
評
)

『

一

橋
新
聞
コ

ロ

昭

和
七

年
二

月
十
日

チ
エ

ー

ネ
ン

書
目
解
題

『

東
京
商
科
大
学
研
究
年
報

･

経
済
学
研
究
』

山

昭

和
七

年
五

月

ブ

ィ

ル

ブ

ラ
ン

ト
の

実
践
経
済
学

『

福
田

徳
三

博
士
追
悼
論
文
集
』

昭

和
八

年
四

月

供
給
価
格
と

生

産

法
則
と
の

関
聯

『

東
京
商
科

大
学
研
究
年
報

･

経
済
学
研

究
』

惚

昭

和
八

年
五

月

静
岡
茶
業
調
査

『

一

橋
新
聞
』

昭

和
十
年
四

月
十
日

限
界
利
用
学
派

東
京
商
科
大
学

一

榛
新
聞
部
編
『

経
済
学
研
究
の

莱
』

昭

和
十

年
六

月

欧
州
留
学

･

申

伯
林
短
信

『

一

橋
新
聞
』

昭

和
十

一

年
▲■
一

月
十
七

日

推
納
の

日

記
か

ら

『

一

橋
新
聞
』

昭

和
十
二

年
三

月
十
五

日

G
.

句

且

旨
p

宗
∴

へ

→
F
e

∽

甘
H
i

t

O
f

-

P

七
戸

n
e
∽

e

i

ロ

ー

亡

賢
→

て
)

(

書
評

)

寸

言
訂
琶

キ
訂
Q

ぎ
b
㌻

鼓
空

♭

言
已
e

∴
言

-
-

-

巴
り

お

よ

び

右
ア

ル

ヒ

ー

フ

の

巻
頭
文
(

日

本
文
)

ィ
.

⊥

ゲ

ィ

ー

ン

学
派
の

人
々

『

一

橋
新
聞
』

昭

和
十
二

年
十
二

月
十
日

ガ
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昭
和
十
三

年

ロ

ッ

シ

ァ

一

国
家
経
済
学
講
義
要
綱

大
熊
教
授
『

経
済
本

質
論
』

(

睾
評
)

計
画

経
済
と

価
格
理

論

計
画

経
済
論

一

般

価
格
の

安
定
性

山
田

文
雄

『

工

業
経
済
学
』

(

書
評
)

計
画
(

統
制
)

経
済
的
｢

価
格
理

論
+

(

翻
訳
)

岩
波
書
店
(

岩
波
文
庫
)

十
二

月

『

一

橋
新
聞
』

一
月
十
日

『

一

橋
論
叢
』

三

月

『

一

橋
論
叢
』

六

月

『

統
計
学
凝
議
』

六

月

『

一
橋
新
聞
』

七

月
二

十
五

日

に

関
す
る

文
献
抜
琴

『

一

橋
論
叢
』

十
一

月

昭
和
十

四

年

モ

ル

ゲ
ン

ス

テ
ル

ン

『

経
済
学
の

限
界
』

(

書
評
)

公
定
価
格
の

構
造

オ

ー

ス

ト

リ

ア

景
気
研
究
所
の

方
法

『

一

橋
論
叢
』

二

月

『

一

橋
論
叢
』

三

月

実
践
経
済
学
へ

の

道

『

日

本
統
計
学
会
年
報
』

第
八

年

四

月

『

一

橋
新
聞
』

五

月
二

十
五

日

統
制
経
済
論

ハ

チ

ス

ン

『

経
済
理

論
の

意
義
と

基
礎
要

請
』

(

書
評
)

『

知
性
』

六

月

原
価
計
算
主
義

昭
和
十

五

年

『

一

橋
論
叢
』

八

月

『

一

橋
新
聞
』

十
一

月
二

十
五

日

ヰ

鵬

分
配
論

『

新
経
済
学
全
集
』

第
二

巻

日

本
評
論
社

七

月
､

九

月

㈹

ロ

ビ

ン

ス

｢

国
民

主
義
的
計
画

化
と

国
際
関
係
+

(

抄
訳

)

∫

ロ

ビ

ン

ス

｢

国
際
的
協
定
の

経
済
的
意
義
+

カ

ー

ル

･

メ

ン

ガ

ー

生

誕
百

年

計
画

経
済
と

所
得
の

問
題

メ

ン

ガ

ー

父
子
の

精
密
方
法
に

つ

い

て

､

､

､

ユ

ル

ダ

ー

ル

の

実
践
経
済
学

国
際
経
済
と

国
民

主
義

限
界
利
用
学
派

『

国
際
経
済
研
究
』

二

月

(

抄
訳
)

『

国
際
経
済
研
究
』

三

月

『

一

橋
論
叢
』

三

月

『

理

想
』

四

月

『

一

橋
新
聞
』

四

月

十
日

『

一

樋
論
叢
』

四

月

『

国
際
経
済
研
究
』

六

月

東
京
商
科
大
学

一

橋
新
聞
部
編
『

経
済
学
研
究
の

栗
』

改
訂
版

六
月

自
然
法
経
済
学
の

成
立
と

崩
壊
(

慶
応
義
塾
大
学
主
催
ア

ダ
ム

･

ス

､
､

､

ス

百
五

十

年
祭
記
念
講
演
)

『

三

田

新
聞
』

お

よ

び

『

経
済
往

来
』

(

新
経
済
学
全
集
付
録

･

第
十

号
)

八

月

ス

テ
ー

リ

イ

『

転
換
期
の

世

界
経
済
』

(

書
評

)

『

国
際
経
済
研
究
』

九

月

岸
本
誠
二

郎
『

価
椅
の

理

論
』

(

書
評
)

『

一

橋
新
聞
』

十
月

十
日

マ

ー

シ

ァ

ル

｢

経
済
学
者
の

旧

世
代
と

新
世

代
+

お

よ

び

｢

経
済
学
に

お

け
る

力
学
的
帯
同
性
と

生

物
学
的
顆
同
性
+

(

翻
訳

)

杉
本
栄

一

編
『

マ

ー

シ

ァ

ル

経
済
学
選
集
』

十
月

伊
大
利
の

通

商
的
地

位

『

国
際
経
済
研
究
』

十
一

月

マ

ク

ス

･

ベ

ア

ー

『

フ

ィ

ジ

オ

ク

ラ

シ

ー

研
究
』

(

書
評
)

『

一

橋
論
叢
』

十
二

月
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*

ヽ

ル

昭
和
十

六

年

国
際
分
業
の

利
害

自
然
的
均
衡
と

人

為
的
均
衡

寧
生

経
済
学
の

基
礎
前
提

経
済
理

論
と

自
由
主
義
的
世
界
観

『

国
際
経
済
研
究
』

二

月

『

一

橋
新
聞
』

三

月
十
日

『

一

橋
論
叢
』

四

月

『

統
制
経
済
』

四

月

｢

物
価
+

､

｢

資
本
+

､

｢

統
制
経
済
+

中
山
伊
知
郎
他
編
『

社
会
科
学
新
辞
典
』

四

月

東
亜
共
栄
圏

貿
易
統
計
抜
率

『

国
際
経
済
研
究
』

五

月

独
逸

･

伊
太

利
に

於
け
る

経
済
体
制
の

理

論
的
考
察

『

国
際
経
済
研
究
』

六

月

計
画

経
済
の

理

論

歴
史
は

繰
返
へ

す

其
の

後
の

ブ
ィ

ー

ン

学
界

英
米
の

文
献
に

於
け

る

世
界
経
済
秩
序
論

『

日

本
読
書
新
聞
』

八

月

『

一

橋
新
聞
』

九

月

十
日

『

一

橋
論
叢
』

十
月

『

国
際
経
済
研
究
』

十
一

月

日

本
経
済
学
会
に

お

け
る

統
制
経
済
論
争
に

つ

い

て

『

一

橋
新
聞
』

十
二

月
十
日

『

国
際
経
済
研
究
』

二

月

バ

ロ

ー

ネ
‖

ラ

ン

ゲ
の

経
済
計
算
論

『

東
京
商
科
大
学
研
究
年
報

･

経
済
学
研
究
』

m

三

月

｢

植
民
地
+

貿
易

『

国
際
経
済
研
究
』

六

月

土

屋
清
訳

ラ
ン

ゲ

等
『

計
画
経
済
理

論
』

(

書
評
)

『

一

橋
新
聞
』

九

月
二

十
五

日

経
済
計
算
論
の

課
題

『

日

本
経
済
学
会
年
報
』

第
二

輯

十
一

月

越
村
信
三

郎
『

経
済
循
環
の

基
本
図
式
』

(

書
評

)

『

一

橋
論
叢
』

十
一

月

昭
和
十

八

年

イ
ギ

リ

ス

一

経
済
学
者
の

将
来
観

『

国
際
経
済
研
究
』

一

月

国
民

経
済
と

国
民

生

産
力

『

上

田

貞
次
郎
博
士

記
念
論
文
集
』

一

月

東
京
商
大
華
北
調
査

室
に

つ

い

て

『

一

橋
論
叢
』

八

月

北
支
に

於
け
る

食
料

物
価
問
題
の

焦
点

『

国
際
経
済
研
究
』

十
二

月

昭
和
十
九
年

計
画
経
済
学

神
戸
商
大
新
聞
部
霹
『

経
済
及
経
済
学
の

再
出
発
』

一

月

昭
和
十
七

年

､

,

､

ユ

ル

ダ

ー

ル

経

済
学
説
と

政
治
的
要
素
(

翻
訳
)

計
画
の

経
済
理
論

編
刷
版

勤
草
書
房

需
給
統
制
と

需
給
均
衡

貿
易
よ

り

見
た

る

東
亜
諸

国
｢

生

産
態
+

の

類
型

日

本
評
論
社

三

月

岩
波
書
店

十
月

昭

和
二

十
六

年
六

月

『

一

橋
論
叢
』

二

月

統
制
の

｢

程
度
+

に

つ

い

て

自
由
主
義
経
済
学
を

超
ゆ
る

も
の

流
通
経
済
と

自
然
経
済

『

一

橋
論
叢
』

一

月

『

一

橋
新
聞
』

四

月
二

十
日

『

国

際
経
済
研
究
』

八

月

経
済
計
算
論
と

｢

価
格
パ

ラ
メ

ー

タ

ー
+

の

概
念

『

一

橋
論
語
〓

九

月

日

本
統
制
様
式
論

昭
和
〓

十
一

年

『

満
州
経
済
』

十
月

Jβ3
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ト

ラ

イ

ア
ル

･

ア

ン

ド
･

エ

ラ

ー

日

本
経
済
の

現
実

国
民

所
得
に

於
け

る

｢

純
所
得
率
+

の

逓
減

国
民

所
得
と

生

活
水
準

社
会
主

義
と

計
画
経
済

社

会
主
義
対

資
本
主
義

昭
和
二

十
〓

年

経
済
学
の

史
的
発
展

世
界
各
国
に

お

け

る

国
民
所
得
の

比
較

国
民
所
得
の

分

析
(

編
著
)

『

法
律
新
報
』

六

月

『

太

平
』

七

月

『

一

橋
論
叢
』

七
･

八

月

『

経
済
評
論
』

十

月

『

中
央
公
論
』

十

一
月

『

一

橋
新
聞
』

十
二

月
五

日

昭
和
二

十
三

牛

糞
本
主
義
経
済
計
画

と

社
会
主
義
経
済
計
画

有
斐
閤

五

月

J β4

ピ

グ
ー
『

厚
生
経
済
学
』

増
訂
版

昭

和
二

十
四

年
十

一

月

春
秋
社

六

月

国
民
所
得
の

研
究
(

高
橋
長
太

郎
･

森
田

健
三

と

共
著
)

東
洋
経
済
新
報
社

七

月

論
理

的
実
証
主
義
に

つ

い

て

『

一

橋
新
聞
』

専
門
部
版

一

月

国
民
所
得
に

お

け
る
バ

ラ

ン

ス

と

ア
ン

バ

ラ

ン

ス

『

一

橋
論
叢
』

一

三
月

東
洋
経
済
新
報
社

六

月

ア

カ

ギ

書
房

九

月

日

本
評
論
社

十
月

ピ

グ
ー

研
究

東
京
経
済
学
研
究
所
編
『

経
済
学
講
座
』

第
一

巻
､

第
二

巻
､

第
三

巻
､

第
四

巻
､

第
六

巻

経
済
予

測
の

む
づ

か

し

さ

安
本
計
画

実
の

構
想
に

つ

い

て

世
界
経
済
と

完
全
雇
傭

国
民

所

得
の

将
来
的
課
題

経
済
計
画
論
の

一

課
題

『

時
代
』

六

月

『

横
浜
経
済
研
究
所
時
報
』

八

月

『

世
界
経
済
』

八

月

『

世
界
経
済
評
論
』

十
月

『

エ

コ

ノ
､

､

､

ス

ト
』

別
冊

十
一

月

山
W

一

月
､

五

月
､

社
会
主
義
か

資
本
主

義
か

イ
ン

フ

レ

と

貸
銀
問
題

産
業
構
造
の

変
化
と

計
画
の

拠
点

経
済
の

実
相
と

今
後
の

施
策

日

本
経
済
の

将
来

価
値
判
断
の

形
成
過
程

資
本
主
義
の

矛
盾
と

修
正

経
験
科
学
と

し

て

の

経
済
学

九

月
､

十
月

､

昭

和
二

十
三

年
五

月

『

読
売
新
聞
』

三

月
六

日
､

七

日

『

東
洋
経
済
新
報
』

四

月

『

産
業
経
理
』

五

月

『

読
売
新
聞
』

七

月
九

-
十
一
日

『

逓
信
協
会
雑
誌
』

九

月

『

社
会
』

十
月

『

日

本
政
経
研
究
』

十
二

月

ヴ
ュ

ー

バ

ー

初
期
の

経
済
政
策

論
に

つ

い

て

社
会
科
学
の

場
鎌
倉
文

庫
編
『

マ

ッ

ク

ス

･

ウ
エ

ー
バ

ー

研
究
』

十
一

月

『

一

橋
新
聞
』

予

科
版

十
二

月
十
六
日

昭
和
二

十
四

年

国
民
所
得
の

計
画
理
論

書
の

生

産
と

分
配

所
得

･

貿
易
の

国
際
比
較

岩
波
書
店

五

月

三

省
堂

五

月

(

小

島
清
と

共
著
)

実
業
之
日

本
社

十
二

月

有
沢
広
巳
他

編
『

戦
後
経
済
学
の

課
題
』

惚

統
制
緩
和
と

計
画
の

高
次
化

『

東
洋
経
済
新
報
』

一

月
八
日

計
画
経

済
論

社
会
思
想
研
究
所
編
『

近

代
経
済
学
の

中
心

問
題
』

三

月

経
済
計
画
の

経
験

『

世
界
週

報
』

五

月
十
八

日

崩
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*

わ

れ

ケ

イ
ン

ズ

の

｢

確
率
論
+

に

つ

い

で

ケ
イ
ン

ズ

研
究
会
編
『

ケ
イ
ン

ズ

経
済
学
研
究
』

六

月

生

産
性
と

収
益
性

-
ハ

ン

ス

･

ベ

ー

タ

ー

の

所

論
に

つ

い

て

-
-

『

経
済
思
潮
』

七

月

英
米
流
の

国
民

所
得
概
念
に

対

す
る

一

疑
問

『

経
営
評
論
』

七

月

｢

型
+

の

分
解
と

結
合

-
特
に

オ

イ

ケ

ン

の

所
説
を

中
心

と

し
て

-

『

一

橋
論
叢
』

三

浦
新
七

博
士

記
念
論
文
集

七

月

ゲ

ー

ム

の

理

論
の

人

間
塑

『

一

橋
新
聞
』

十
一

月
十

五

日

経
済
計
画

1
主

と

し
て

日

本
の

蓮

験
の

反

省

-

山
口

茂
･

山
田

雄
三

二
商
権
泰
蔵
編
『

経
済
計
画

･

資
金

計
画
』

十
一

月

A
･

C
･

ピ

グ
ー

経
済
同
友
会
編
『

近

代
経
済
学
系
譜
』

十
一

月

昭
和
二

十
五

年

ゝ
さ
3

由
～

叫

Q

ヽ
叶

訂

無
～

夏
旨

ぎ
旨
叫

』

昌
乱
缶

ヨ
苧

ピ

グ

ー

教
授

国
民

所
得
推
計
と

資
本
蓄
積

日

本
経
済
自
立
の

諸
条
件

Z
〇

.
-

一

〇
〇

t

.

『

経
済
評
論
』

十
一

月

『

経
営
評
論
』

十
二

月

『

世
界
経
済
』

十
二

月

昭
和
二

十
六

年

日

本
国
民
所
得
推
計
資
料

経
済
学
は

い

か

に

進
歩
し

た

か

政
治
的
不

安
と

科
学
的
態
度

-

p

p

巴
-

e

諾

2
賢

一

○

ロ

巴
H

ロ
C

O

ヨ
e

)

-

乎

N

レ
〉

レ

〇
.

都
留
重

人

『

国
民

所
得
と

再
生

産
』

東
洋
経
済
新
報
社

五

月

増
補
版

昭

和
三

十
二

年
一

月

春

秋
社

九

月

『

社
会
思
想
研
究
』

二

月

つ

訂

Q
→

訂

邑
已

内
Q

Q
→

S
ヨ
訂
叶

〉

J

声
ロ
e

(

書
評
)

『

季
刊
理

論
経
済
学
』

七

月

現
代
の

経
済
原
論

著
)

春
秋
社

(

高
橋
長
太

郎
･

山
田

勇
･

小

泉

明
･

小

島

清
と

共

五

月
､

改
訂
版

昭

和
二

十

七

年
五

月
､

三

訂
版

価
格
の

確
定

･

不

確
定

ベ

ル

グ

ソ

ン

｢

社
会
主
義
経
済
理

論
+

(

翻
訳
)

『

一

橋
論
叢
』

九
月

昭

和
三

十
一

年
三

月
､

社
会
科
学
の

基
礎

､

､

､

ニ

･

マ

ク

ス

原
則
の

要
点

計
画
対

象
と
し

て

の

国
民

所
得
の

決
定

自
立

経
済
と

貿
易
の

ウ
ェ

イ

ト

四

訂
版

昭

和
三

十
七

年
五

月

黎
明

書
房

六

月

『

季
刊
理

論
経

済
学
』

四

月

『

経
済
研
究
』

四

月

『

世
界
経
済
』

五

月

都
留
重

入

監
修
訳
『

現
代
経
済
学
の

展
望
』

政
策
欝

十
月

我
が

国
産
業
構
造
の

変
化
に

つ

い

て

山
口

茂
編
『

経
済
計
画
と

国
民
所
得
』

下

五

月

昭
和
二

十
七

年

経
済
学
の

歩
み

経
済
計
画
(

編
著
)

『

経
済
学
新
体
系
』

Ⅵ

戦
後
国
民
所
得
の

推
移

シ

ュ

ム

ベ

ー

タ

ー

｢

マ

ー

シ

ァ

ル

+

(

翻
訳
)

宝
文
館

七

月

河

出
書
房

十
二

月

『

経
済
評
論
』

二

月

中
山
伊
知
郎

･

東
畑

新
厚
生

経
済
学
の

功
罪

『

一

橋
論
叢
』

九

月

Z
巳
訂
口

巴
H

n
c

0

2
e

P

β

P

H

ロ
d

亡

賢
ユ
巴

∽
t

コ
ー

○
什

弓
e

-

ロ

ー

P
p
P

n
-

叫

さ
包

精
一

監
修
訳

･

シ

ュ

ム

ベ

ー

タ
ー

『

十
大
経
済
学
者
』

五

月

r

ヘ

リ

｢

遊
戯
の

理

論
+

に

お

け

る

価
格
分
析

『

一

橋
論
叢
』

六

月

ガ
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日

本
の

経
済
学

･

世
界
の

経
済
学

『

読
売
年
鑑
』

十
月

(

以

後
昭

和
三

十
九

年
ま
で

毎
年
)

昭
和
〓

十
八

年

コ

ー

リ
ン

･

ク

ラ

ー

ク

経
済
進
歩
の

諸
条
件

上
･

下
(

大
川

一

司
･

小

原
敬
士
･

高
橋
長
太

郎
と

共
訳
篇
)

勤
草
書
房

十
月

､

昭

和
三

十
年
六

月

杉
本
経
済
学
の

課
題

『

一

橋
論
叢
』

五

月

ス

タ
ー

リ
ン

論
文
と

近

代
理

論
の

反
省

『

経
済
研
究
』

七

月

酉
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

生

活
水

準

『

共
同
通

信
外
国
樽
信
』

十

月
十
五

日

西
欧
人
の

反
省
と

自
信

『

読
売
新
聞
』

十
月

十
八

日

昭
和
二

十
九
年

近
代
経
済
学
辞
典
(

小

泉
明

･

篠
原
三

代
平
と

共
編
)

春
秋
社

二

月

西
ド

イ
ツ

に

お

け
る

年
刊
誌
｢

オ

ル

ド
ー
+

に

つ

い

て『

一

橋
論
叢
』

八

月

ヱ6 6

バ

ー

ト
ラ
ン

ド
･

ラ
ッ

セ

ル

『

あ

る

び

よ

ん
』

九
月

再
生

産
と

所
得
決
定

『

東
京
経
済
大
学
創
立
五

十
五

周
年
記
念
論
文
集
』

十
月

昭
和
三

十

年

経
済
学

近
代
経
済
学
の

生

成
(

編
著
)

『

経
済
学
説
全
集
』

現
代
経
済
学
の

根
抵
に

あ
る

も
の

経
済
に

お

け
る

予

測
の

む

ず
か

し
さ

中

央
経
済
社

四

月

9

河

出
書
房

六

月

白
桃
書
房

十
一

月

『

如
水
会
々

報
』

一

月

日

本
経
済
の

計
画

論
的
考
察

邦
訳
ピ

グ
ー

『

厚
生

経
済
学
』

(

書
評
)

経
済
学
界
点

描

最
近
の

国
際
経
済
学
界

『

エ

第
三

回

国
際
国
民

所
得
学
会

→
F
e

I

ロ
の

O
H

n
e

G
→

O

W
t

F

P

n

ト

t

ビ
e

東
洋
経
済
新
報
社

三

月

『

図
書
新
聞
』

一

月

九
日

『

東
洋
経
済
新
報
』

新
年
特
大
号

コ

ノ
､

､

､

ス

ト
』

一

月
二

日
･

九

日

『

経
済
研
究
』

一

月

河
巳
e

O
巾

S
P

5 .

n

的

-

n

甘
匂

匝
ロ

ー

つ

訂

』
さ
3

重
訂

Q

ヽ

罫
ね

奴
隷
Q

訂
だ

ぎ
旨
叶

ゝ

昌
乳
化

3
苧

A
勺
ユ
】

.

現
代
経
済
学
の

論
点

『

東
洋

経
済
新
報
卜

経
済
発
展
に

お

け
る

先
進
国
と

後
進
国

ミ

ュ

ル

ダ

ー

ル

別

冊
五

月
､

七

月
､

九
月

『

ア

ジ

ア

問
題
』

六

月

『

理

想
』

六

月

Z
O
t

e

∽

O

n

H

n
0

0

m
e

G
l

O

宅
t

F
P

ロ

P

t

訂

声
巴
e

O
巾

S

慧
1

-

n

g

-

ロ

ー

苧

官
ロ

ー

ト

喜
Q

ヨ
～

S
乳

-

詩
已

革
∽
e

ユ
e
∽

く
ー

O

P

オ

呵

翌

日
○

ロ

声

忘
n
e

首
.

-

り

山

汁

福
田

博
士
の

厚
生

経
済
学
に

つ

い

て

一

橋
大
学

一

橋
学
会
編
『

一

橋

大
学
創
立
八
十
周

年
記
念
論
集
』

上

九

月

理

論
経
済
学

『

一

橋
論
叢
』

一

橋
大
学
創
立
八

十
周

年
記
念
号

十
月

経
済
学
上
の

利
潤
概
念

『

産
業
経
理
』

十
月

昭
和
三

十
一

年

理

論
経
済
学

-
シ

ュ

ム

ベ

ー

タ

ー

著
『

経

済
分

析
の

歴
史
』

の

紹

介
を

通

じ
て

1

｢

広
い

経
済
学
+

の

立
場
と

社
会
主
義
の

論
じ

方

『

一

橋
論
叢
』

四

月

ヰ

♯
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駐

心

社
会
思

想
研
究
会
編
『

経
済
学
教
科
書
の

問
題
点
』

下

四

月

森
嶋
通

夫

氏
の

一

論
点

に

つ

い

て

『

経
済
評
論
』

六

月

日

本
経
済
の

分

析
方
法

一

橋
大
学

一

橋
学

会
編
『

日

本
経
済
の

分
析
』

八

月

O
n

t

ビ
e

ヨ
d

d

ぺ
e

p
→

H
0

0
日
0

2
ど

吋
-

P

ロ

訂

-
m

匂
P

n
-

つ

訂

ゝ
芦

声

已
h

Q

＼

罫
缶

h

討
叶

○

訂
だ

ぎ
旨
叫

』
Q

2
訂
ヨ
苧

0
0
t

O

♂
0
1
.

経
済
五

カ

年
計
画

に

つ

い

て

-
若
干
の

方

法

論

的

考
察

…

『

一

橋
論
叢
』

十
一

月

ナ

イ
ト

｢

経
済
学
者
と

価
値
判
断
論
+

(

藤
井
栄

一

と

共
訳
)

『

ア

メ

リ
カ

ー

ナ
』

七

月

大
学
の

あ

り
か

た

と

募
金
問
題

『

如
水
会
々

報
』

八

月

チ

ュ

ル

ゴ

ー

｢

省
察
+

の

ド
イ

ツ

語
訳
本
(

一

七

七

五

年
)

に

つ

い

て

『

久
保
田

明
光
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
』

九
月

経
済
計
画
に

お

け
る

理

論
的
モ

デ

ル

と

歴
史
的
パ

タ
ー

ン

『

経
済
研
究
』

十
月

ボ

ー

ル

デ
ィ

ン

グ

｢

制
度
派
経
済
学
に

対

す
る

新
考
察
+

(

翻
訳
)

『

ア

メ

リ
カ

ー

ナ
』

十
二

月

昭
和
三

十
二

年

経
済
計
画
と

モ

デ
ル

･

ビ

ル

デ
ィ

ン

グ

(

編
著
)

『

経
済
分
析
シ

ム

ポ

ジ

ウ
ム

』

何

社
全
的
評
価
の

研
究
(

編
著
)

『

経
済
分
析
シ

ン

ポ

ジ

ウ
ム

』

㈲

経
済
計
画

と

予

測
(

編
著
)

『

経
済
分
析
シ

ン

ポ
ジ

ウ
ム

』

仰

日

本
の

経
済
計
画
(

編
著
)

『

経
済
分
析
シ

ン

ポ
ジ

ウ
ム

』

㈲

日

本
評
論
新
社

四

月

日

本
評
論
新
社

五

月

日

本
評
論
新
社

六

月

日

本
評
論
新
社

八

月

ハ

チ

ス

ン

近
代
経
済
学
説
史

上
･

下
(

長

守

善
･

武

藤

光

朗
と

共

訳
)

東
洋
経
済
新
報
社

三

月
､

五

月

近

代
経
済
学
史
要

ナ

声
O

夏
日
払

0

2

と

｢

古
典
派
的
+

問
題

日

本
経
済
に

お

け
る

安
定
と

進

歩
の

条
件

社
会
科
学
と

｢

実
験
+

春
秋
社

十
一

月

『

経
済
研
究
』

四

月

『

経
済
評
論
』

五

月

『

世
界
経
済
評
論
』

六

月

新
長
期
経
済
計
画
の

基
礎

『

経
済
評
論
』

臨
時
増
刊

十
二

月

昭
和
三

十

三

年

経
済
学
の

学
び
方
(

板
垣

与
一

･

木
村
元

一

と

共
編
)

白
桃
書
房

四

月

政
策
認

識
に

お

け

る

｢

哲
学
的
+

と

｢

実
証
的
+

『

赤
松
要
博
士

還
暦
記
念
論
集
』

一

月

経
済
計
画
の

論
点

エ

コ

ノ

ミ

ス

ト

編
集
部
編
『

対

決
す
る

二

つ

の

経
済
学
』

二

月

柴
田

敬

教
授
の

｢

利
潤
率
法
則
+

を

質
す

『

経
済
評
論
』

四

月

所
得
理

論
の

た

め
に

『

中
山
伊
知
郎
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
』

九
月

計
画
に

お

け
る

成
長
率
と

ギ
ャ

ッ

プ
の

調
整

『

一

橋
論
叢
』

十
一

月

昭
和
三

十

四

年

国
民
所
得
論

正

田

君
､

大
へ

ん

だ
っ

た

ね

岩
波
書
店

六

月

▲7
-

『

如
水
会
々

報
』

一

月

ガ
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ラ

ン

ゲ
の

論
文
を

読
ん

で

『

経
済
セ

ミ

ナ
ー
』

三

月

日

本
の

経
済
計
画

一

橋
大
学

一

橋
学
会
編
『

日

本
経
済
の

特
質
』

四

月

ポ

ー

ル

デ
ィ

ン

グ

『

映
像

岳
生

活

お

よ

び

社

会

に

お

け

る

知
識
』

(

書

評
)

『

一

橋
論
叢
』

六

月

日

本
経
済
の

発
展
と

経
済
計
画中

山
伊
知
郎
編
『

日

本
経
済
の

解
明
』

六

月

経
済
計
画
の

実
績
と

く

る
い東

洋
経
済
新
報
社
編
『

経
済
統
計
年
鑑
』

六

月

O
n

t

ビ
e

呂
e
t

F
O

P

O
≠

t

訂

E
0

0

n
O

日
i

口

七
-

P

ロ

(

-

設
∞

-
監
)

O
f

-

p
廿

P
ロ

ー

3
蒜

』
→

S
已
h

Q

ヽ

諒
屯

無
言
叶

昌
訂
鼓
軋

』
Q

邑
缶

S
苧

A
亡

両

岳
t

･

小

原
敬
士
訳

･

､

､

､

ユ

ル

ダ
ー

ル

『

経
済
理

論
と

低
開
発
地

域
』

(

書
評
)

『

一

橋
論
叢
』

十
一

月

価
値
判
断
に

関
す
る

ミ
ュ

ル

ダ
ー

ル

の

最
近
の

見
解
に

つ

い

て

『

一

橋
論
叢
』

十
二

月

昭
和
三

十

大

年

経
済
成

長
論
争
の

反
省

『

東
洋
産
済
新
報
』

別
冊

一

月

レ

プ

ケ

教
授
の

新
自
由
主
義

『

経
済
往
来
』

四

月

経
済
学
と

価
値
判
断

『

経
済
セ

ミ

ナ
ー
』

五

月

ミ

ュ

ル

ダ
ー

ル

『

福
祉
国
家
を

越
え

て
』

(

書
評
)

『

季
刊
理

論
経
済
学
』

九

月

経
済
分
析
専
門
視
察
団
報
告
(

謄
写

刷
)

九
月

設
備
投
資
の

大
き

さ
の

基
準

『

金
融
ジ
ャ

ー

ナ
ル
』

九
月

国
民

所
得
の

国
際
比

較

『

金
融
ジ

ャ

ー

ナ
ル

』

十
月

､

十
一

月
､

十
二

月
､

昭

和
三

十
七

年
一

月
､

二

月
､

三

月

J ∂∂

昭
和
三

十
七

年

経
済
学
の

あ
ゆ
み

グ
ン

ナ

ー

‥
､

､

ユ

ル

ダ
ー

ル

有
信
堂

七

月

『

一

橋
論
叢
』

四

月

昭
和
三

十
五

年

経
済
計
画
(

山
田

勇
と

共
編
)

春

秋
社

七

月

W
･

G
･

ホ

フ

マ

ン

､

1
･

E
･

ミ

ュ

ラ
ー

､

そ

の

他
『

ド

イ

ツ

の

国
民

篠
原
三

代
平
他
編
『

近

代
経
済
学
講
座
』

(

書
評
)

『

読
書
人
』

四

月
二

十
三

日

所

得
･

一

八
五

一

-
一

九

五

七

年
』

(

書
評
)

ア

メ

リ

カ

経
済
学
の

幅

大
学
院
中
心
の

大
学
教
育

経
済
原
則
と

経
済
の

計
両

化

ア

メ

リ

カ

経
済
学
視
察
メ

モ

所
碍
倍
増
の

意
味
す
る

も
の

『

経
済
研

究
』

一

月

『

経
済
評
論
』

二

月

『

生

産
性
』

三

月

中
等
教
育
講
座

･

社
会
科
編
』

三

月

『

経
済
評
論
』

四

月

『

一

橋
論
叢
』

十
一

月

大
束
佐
武
郎
『

経
済
計
画
』

(

書
評
)

対

立

を

超
え

る

も

の

前
回
の

不

況
と

今
回
の

不

況

就

業
構
造
の

近

代
化
と

そ
の

変

質

行
為
合
理

性
に

つ

い

て

の

疑
問

昭
和
三

十
八

年

経
済
の

成
長
と

型

『

日

本
経
済
新
聞
』

五

月
二

十
一

日

『

民

社

党
機
関
誌
つ

皿

五

月

『

経
済
評
論
』

七

月

『

東
京
広
報
』

七

月

『

一

橋
論
叢
』

十
一

月

岩
波
書
店

九

月

ヰ
′

▲

+

巾

鳴
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世
界
経
済
と

民

族
主
義
の

問
題

-
ミ
ュ

ル

ダ
ー

ル

を

め

ぐ
っ

て

1

一

橋
大
学

一

橋
学
会
編
『

転
型

期
の

世
界
経
済
』

三

月

ポ

ー

ル

デ
ィ

ン

グ

｢

制
度
派
経
済
学
に

対

す
る

新
考
察
+

(

翻
訳
)

久
武
雅
夫
編
『

現
代
の

経
済
学
惚

展
望
Ⅱ
』

五

月

武
野
秀
樹
『

国
民

所
得
と

社
会
会
計
』

(

書
評
)

『

東
洋
経
済
新
報
』

五

月
十
八

目

カ

ー

ル

･

メ

ン

ガ

ー

の

主

著
の

最
初
の

草
案
に

つ

い

て『

一

橋
論

叢
』

六

月

昭
和
三

十

九

年

あ
き

る

日

本
経
済
に

関
す
る

基
本
的
な

見
方

ア

ル

フ

レ

ッ

ド
･

マ

ー

シ

ァ

ル

人
つ

く

り
と

研
修

J
-

1
■

『

毎
日

新
聞
』

夕
刊

一

月
十
六

日

『

中
等
教
育
資
料
』

二

月

『

一

橋
論
叢
』

四

月

『

公

務
員
研
究
所
年
報
』

五

月

小

原
敬
士
他
訳

･

､
､

､

ユ

ル

ダ
ー

ル

『

豊
か

さ
へ

の

挑
戦
』

(

書
評
)

『

日

本
経
済
新
聞
』

六

月

十
五

日

生

産
と

生

活
と
の

つ

な

が

り

工

業
化
と

国
民

生

活

北
川

一

雄
監
訳

･

､

､

､

ユ

ル

ダ

ー

ル

『

国
民
生

活
』

六

月

『

国
民
生

活
』

七

月

『

福
祉
国
家
を

越
え

て
』

(

書
評
)

『

世
界
経
済
評
論
』

七

月

マ

ー

シ

ァ

ル

の

産
業
組
織
論
に

つ

い

て

昭
和
四

十

年

経
済
成

長
と

産
業
構
造
(

塩

野
谷
祓

一

･

今
井
賢
一
と

共
編
)

春
秋
社

十
月

ス

ト

リ

ー

ト
ン

｢

最
近
の

厚
生

経
済
学
に

関
す
る

論
争
+

(

翻
訳
)

『

社
会
思
想
研
究
』

一

月

成
長
と
バ

ラ

ン

ス

と

城
山
君
の

こ

と

『

酒
井
正
三

郎
博
士

還
暦
記
念
論
文
集
』

八

月

『

経
済
セ

ミ

ナ
ー
』

臨
時
増
刊

八

月

『

加
水
会
々

報
』

八

月

社
会
保
障
制
度
の

あ

り
か

た

福
田

徳
三

先
生

『

エ

コ

ノ

ミ

ス

ト
｢
ト

二
二

月

『

一

橋
論
叢
』

四

月

経
済
学
か

ら

み

た

生

産
と

消
費
水
準
の

関
連

『

エ

コ

ノ

ミ

ス

ト
』

秋
季
別
冊

十
月

大
川

一

司
『

日

本
経

済
分
析
』

(

書
評
)

『

経
済
研
究
』

十
月

所
得
分
布
の

戦
前

･

戦
後
の

比

較

国
民

生

活
研
究
所
編

口

所
得
分

布
の

実
態
お

よ

び

世
帯
構
造
変
化
に

関
す
る

研
究
』

(

謄
写

刷
)

四

月

衣
食
足
り
て

『

プ
レ

ジ

デ
ン

ト
』

十
月

経
済
成
長
と

社
会
開
発

福
田

先
生
の

厚
生

経
済
論

経
済
政
策
の

理

論
的
接
近

『

加
水
会
々

報
』

六

月

『

加
水

会
々

報
』

七

月

ロ

.
季
刊
理

論
経
済
学
』

八

月

所
得
増
大
と

格
差
縮
小

と
の

両
立

『

大
泉
行
雄
博
士

還
暦
記
念
論
文

集
』

十
二

月

創
刊
の

辞

社
会
保
障
研
究

所
編
『

季
刊
社
会
保
障
研
究
口

}
第

一

号
･

八

月

国
民

経
済
計
算

､

改
訂
の

基

本
的
な

ね

ら
い

と
そ

の

意
義

社
会
保
障
と

福
祉
対

策
に

つ

い

て

｢

仮
説
的
+

思
考

『

経
済
セ

ミ

ナ
ー
』

十
二

月

『

経
済
セ

ミ

ナ

ー
』

臨
時
増
刊

九

月

9

『

自
治
研
究
』

十
月

ガ




